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日本住血吸虫卵検査法の比較持
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糞便内血既虫卵検査方法として，中国では一般に沈澱

膨化法が用いられており且つ可成りの好成績をあげてい

る。日本では住血吸虫卵検出の目的には AMSIII法が

もちいられ，さらに 虫卵のために直接塗抹法，鈎虫卵

のために飽和食塩水浮波法，其の他の虫卵のために稀塩

酸・エーテノレ法などのごとく，それぞれの目的によって

各種の方法がもちいられている。今回血Wk虫病防治に関

して日中協同研究の機会をえたので、上記各種の検査法の

比較研究を行った。検出目的はもっぱら住血吸虫卵にお

き，同時に他種虫卵も併記して参考とした。特に鈎虫の

波厚に感染せる事実に鑑み，別項円として飽和食塩水の

浮灘法をも同時に行った。

検査材料及び方法

大部分は無錫の防治研究所の入院JJJ.者から，一部分は

一般住民から糞便材料を得た。これらの糞使は総べて前

日に打］意し， 500 cc容量の砧郡引きのコップに入れて

2～4°C の冷蔵庫に保管して翌日の検査に供した。都合

により若干は同一人の具る日に排、世された糞使を月）＼，、た

例もあるので，此の結果は必ずしもこの地方の浸淫状況

を示すものではない。

次に実際に行った各種の検査法を説明する。

1. 直接塗抹法

約 3mgの糞便を 30~o' グリセリン水で泥状に関井し，

18mm2のカパ｛グラス一枚で検銃した。その厚さは標

木の下に敷いた新聞紙が判読出来る程度である。

JIRO ITO & Ho SHANG YING ; A comparison of 

techniques for recovery of Schistosoma jaρonicum 
ova from human feces. (Department of Hygiene, 

Faculty of Education, Shizuoka University, Sh-

izuoka,National Institute for Shistosomiasis japo・

nica in Chiangsu Province, China) 

本此の研究は江蘇省血吸虫病防治研究所において，

日本と中固との協同のもとに行われたものである。

2. 稀塩酸エーテル法

約 2gの糞便を15cc容の小試験管に入れ， 7 Jo'塩酸

7J¥. 10 cc注加撹持後， 625手l/cm2の銅製金網で漏過し

た。この~毒液を沈澱管に取り， さらに 4ccのエーテル

を加えた後充分つよく振－盈，毎分3500回転で3分間遠

心沈澱した。その沈澄を 18mm2のカバーグラス一枚で

検鏡した。

3. AMS III法

比重1080塩酸水（援塩酸45＋水55）と比重1080の無

水硫酸ソーダ、液（Na2S049.9g＋水100cc）を等量混合し

た液（AMS液と記す）を調製した。約2gの糞{!JIを上記

の小試験管に入れ， AMS 12ccを加注涜持， 金網でu電
過後毎分2000回転で2分間遠心沈澱した。その後上層

を棄てて再び AMS液 12cc注加撹持遠沈して上層を

棄てた。その‘沈澄に AMS液 8cc，エーテル 4cc, Tr-

iton 2滴注加して充分強く振麗し，毎分3000回転2分

間遠沈後，上層を棄ててその沈澄を検銃した。

4. AMS III変法

下記の自然沈澱法による沈澄100ccを小試験管に分

注して毎分1000回転2分間の遠心沈殿を行い，上層を

棄てて沈澄に AMS液 8cc，エーテノレ 4cc, Triton 2 

滴を加えた。以後の方法 AMSIIIはの原法と同様であ

る。

5. 自然沈殿法

此の方法は常時，無錫の防治研究所で行われている方州

法である。即ち糞便約 50gの大量を前記の金網で漏過

して 500cc容量の尿コ γプに入れ， 自然沈澱を待って

約 30分後に上層液を棄てて再び水道水を加えて自然沈

澱を待つ。此の操作を4～5回繰返えすと上層液は殆ん

ど透明になる。 これに要する全所要時間は約 1～2時間

である。此の沈澄を二枚のスライドグラスに一面にのせ

て検鏡した。即ち検鏡に要した分量は 18盟国2のカバー

グラスの約6倍に相当する。
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6. F陣イ七法

上述の方法によって得た沈澄の残部を250cc入りの

三角コルベンに入れ，頚部迄水道水を満して 25°Cの卿

卵器内に牧容した。ミラシジウムの勝化状況は翌朝（約

四時間後）に肉眼で観察し， ミラシジウムの数が極めて

少い場合は特にピペットでスライドグラス上に取って確

認した。更に陰性の例についてはその後数時間毎に2～3

固に豆り同様の観察を行った。此の方法も亦常時無錫の

研究所で行われている方法である。

検鏡に際しては 100～400倍の顕微鏡を用し、， 十字動

装置に依って全虫卵数を算定した。

検査結果

各表における陽性者総数とは絶対的な数字でなくて使

宜上各方法で発見された結果の綜合で、あり，虫卵数とは

各陽性例で発見された虫卵数の総計で、ある。

第 1表に示した如く，第1群の 50名では住血奴虫の検

第 1表 50名検便の比較

稀塩陽性直接 l同 AMS 自然 沈澱自主エ , g際化
者総塗抹~品 III 沈澱、池 醇化
数法 L会変法法山協同

住陽性 35 10① 13② 25① 26① 30① 33① 
ト血者鉱

二吸虫卵
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住陽性 42 10①I 26②I 27(’ 29•JY 39①’ 41①r 

血者数

竺吸虫卵
孟虫総数

70 294 834 2357 

五虫回虫 15 13 10 11 14 
－十
名鈎虫 25 2 11 14 13 

鞭虫 17 4 11 10 5 

肥大吸血 5 1 5 5 5 

/M1-M2／①と①＝0.7 ①rと②f二 3.6

Vm12+m22 ②と①＝2.5 ①’と①’＝3.4

①と①＝4.4
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出力は直接塗抹と稀塩酸・エーテノレの同法が最も低く，

且つ虫卵数も少い。それに比Lて他の 3法は有意の差を

以て検出ブJが高かった。殊に AMSIII変法と自然沈澱

法の両法は何れも発見虫卵数が著しく多し、。更に中国で

普通に用いられている沈j即時河七協同の結果は陽性者総数

にほど近い結果を示した。第2群の 50名については，稀

塩酸・エーテル法を中止して AMSIII法を新採用した

以外は全く第1群の場合と同様である。第2群の結果に

よれば， AMSIII法は AMSIII変法と略瓦同様の成

績であり，その他の成績は第1群の場合と大同小具の結

果をえた。

以上の結果を総合する為に，稀塩酸・エ J テル法と

AMS IIIの原法を除外して， その他を合計して第1表

に示した。日本住血吸虫卵に対する千千種検査法の結果を

此の表によって見ると， 直接塗抹法は全陽性者の約26

%を検出し得るのみで不j直当である。 AMSIII変法と

自然沈減法は共に約70~~の検出力を示し， 同時に発見

第2表 100名検便の比較

A乱1S
陽性者直接 自然 沈澱鮮III 鮮化法
総数塗抹法変法 t七澱法 化協同

住陽性 77 20① 52① 55① 69④ 74① 
血者数

吸虫卵
虫総数 157 3102 4032 

姻虫 22 20 16 20 

鈎虫 48 ..... 6 26 27 

鞭虫 26 8 18 7 

日巴大吸虫 5 1 5 5 

予／IM函~＋M2/ ①と①＝5.0
z+m22 ①と①＝3.3

虫卵数が極めて多く，第1表に示した AMSIII原法と

共に優秀である。勝｛七法は全陽性者の約90%を検出し

たが，本法単独では他種虫卵を検出し得ない欠点があ

る。最も優秀な結果は即ち自然沈澱法リ陣イ七法を同時に

行った場令で全陽性者の約 90%を検出する事が出来る

し，同時に他の各種虫卵も検出しうる（他の各種虫卵の

検出結果については表を参照されたい）。

鈎虫卵検出成績

中国における日本住血吸虫病患者が同時に鈎虫に感染

して貧血を呈している例が多いのに鑑み， 68名の任意
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抽出せる被検者については特に飽和食塩水浮激法による

鈎虫卵の検出を行った。

糞便約2grを15cc容の小試験管に入れ，飽和食塩

水（比重1.200）を若干注加して充分に撹持混和し，さら

に飽和食塩水を満して管口；迄盛り虫卵の浮上を待った。

30～40分経過後， アルコール中に保存した充分清浄な

被葦硝子をその管口に載せて液面と接触せしめ， 1～2

分後にその被蓋硝子を水平に保持したま斗液面からはな

して載物硝子にのせて検鏡した。浮説変法として以下の

方法も試みた。即ち上述の原法では糞便をそのま :o..mい

たが，変法で、は充分溜過洗糠した糞｛足，即ち前述の自然

沈澱法で、得た沈澄を用いた。その他は上述と全く同禄で

ある。

その結果を第3表に示した。直接塗抹法で検出された

鈎虫陽性者数は全陽性岩数に比すれば僅か 14;:'O'にすぎ

ず，発見虫卵数も著しく少い。 AMSIII原法と白然沈澱

第 3表 68名鈎虫卵浮i悼法の比較

総陽性者直接 AMS 自 然法 浮僻
数塗抹法原III法 沈澱 原法

鈎J 者陽性数 36 5 ① 16② 18① 26c 

虫虫卵
総数

17 56 179 1014 

血吸虫 53 13 32 39 4 

虫回 虫 20 16 13 16 13 

鞭 虫 27 5 14 7 20 

霊片虫 5 1 5 5 。
院 虫 1 。 。 。 1 

IM1-M2l ① ξ④＝1.9 

l/m21+m22 ①と④＝1.5

①と①＝2.0

浮i詳
変法

29① 

765 

21 

16 

14 

1 

1 

法の両者は全陽性者数のほど半数を検出し得たがなお充

分ではなく，浮准法を適用して始めて最も高い検出力を

認めた。其他の虫卵の検出力については表に示した如く

である。

考察

糞便内虫卵の検出力に影響する条件は多数あるが今回

は之等の条件を一応考慮外におき，専ら実際に行われて

いる方法を適用して大凡の優劣の判定に資したものであ

る。糞便検査を実用とする場合には一般にその検出力の
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大きい方法と同時に手技の簡単で能率的な方法がえらば

れると考えられるが，その観点に立って今回の実験結果

を見ると，日本住血庇虫卵の検出に関する限りでは自然

沈澱勝化法が最も優秀である。此の方法は現在中国で実

用されて居る方法であるが，糞便が可成り大量（本実験ー

では約 50gr）必要であり，然らざる場合は AMSIII法

が用し、られなければならないと考えられる。

#J今回の被検者は大部分は日本住血吸虫病患者である

が，同時に鈎虫被寄生者が割合に多い。中国において

は，此の事実に徴し血庇虫卵検査と同持に浮群法による

鈎虫卵の検査も行う事が望ましし、。

要約

1. 糞使内の日本住血吸虫卵の検出には，糞便を約

50grを用いて自然沈涯邸時化法を適用した場合に最も優

秀な成績が得られた。

2. 比較的少量の材料から検出しなければならない場

合には AMSIII法が適当と考えられる。

3. 中国においては，日本住血吸虫卵の検出と同時にー

浮説法による鈎虫卵の検出をすることが望ましし、。
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Summary 

Several techniques for recovery of Schistosoma 
_jaρonicum ova from feces were compared. Tech-
niques employed were direct smear, Miyagawa’S 

HCl-ether, original and modified AMS III, natural 
sedimen回tionand hatching. The material which 
was utilized consisted of stools of Chinese patients 
infected with S. japonicum, before, during and 
subsequent to chemotherapy. 

The results of the tests summarized m the 
table indicate that the combined technique of 
natural sedimentation and hatching, as employed 
usually in China, gave superior yield of eggs and 
miracidia of good diagnostic quality. This tech-
nique is, though it is necessary to deal with a 
large amount of feces as much as about 50 gram, 

〔寄生虫学雑誌・第 6巻・第 5号

considered to be easily employable for routine 
work. The AMS III technique showed to provide 
superiority over direct smear and HCl-ether tech-
nique, and no significant difference from the sole 
natural sedimentation technique in both the quan-
tity and diagnostic qu:1lity of the eggs in spite of ・ 
the preparation of a small amount of fecal mate-
rial. Yet the procedure is somewhat complicate, 
the AMS III technique may be suitable for the 
detailed examination of a small amount of feces. 

During this work, not less than half of the 
Chinese patients of schistosom.iasis were found 
infected with hookworm at the same time. So 
it is very desirable to examine the hookworm ova 
with applying NaCl floatation technique side by 
side with the examination of schistosome eggs. 
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